
祝  辞 

桜のつぼみもふくらみ、春がすぐそこまで来て

いると感じられる今日の佳き日、たくさんの  

思い出が詰まった園舎を巣立っていく皆さん、 

御卒園おめでとうございます。 

今日の皆さんは、堂々としていて、とても   

頼もしく見えます。 

館野幼稚園に通った２年間はいかがでしたか。

楽しいことや嬉しいことがたくさんあったと  

思います。 

今 皆さんは、嬉しい気持ちと少し寂しい気持

ちと、両方の気持ちがあると思います。 

４月からは、小学生として、また新たな生活が



スタートします。 

今日まで一緒に過ごしたお友達や先生の笑顔

を忘れず、「ありがとうございます」という    

感謝の気持ちを持った１年生になってください。 

どんなときも、周りの人にやさしくできる  

１年生になってくれるといいなと思います。 

保護者の皆様、本日は誠におめでとうござい 

ます。 

２年前の春、小さな胸を躍らせながらも、   

少し不安げにぎゅっと手を握り、幼稚園の門を 

くぐったお子様は、こんなにも立派に成長されま

した。 

今日まで育ててこられた保護者の皆様の   



御苦労に対し、市長として、そして子を持つ   

親として、深く敬意を表しますとともに、    

これからも大きな愛情で支え続けていただき  

たいと思います。 

結びに、いつも温かく、子どもたちを励まして

くださいました教職員の皆様をはじめ、    

関係者の皆様方に深く感謝申し上げますととも

に、小学校入学後も、卒園生を温かく見守って   

いただきますようお願い申し上げ、お祝いの言葉

といたします。 

本日は、誠におめでとうございます。 

  令和６年３月１５日 

              館山市長 森  正 一 


